
内　容

11カ月齢の但馬牛去勢牛で「福俊土井」の産子20

頭を用い、黄土粘土給与区（10頭）と対照区（10頭）

に分け、淡路島で採掘され商品化されている黄土粘

土（表紙写真、表１）50㌘/頭を11～30カ月齢時に

毎日飼料に添加して与えた。

その結果、濃厚飼料摂取量は試験後半に給与区が

対照区に比べ有意に多くなった。体重及び一日増体

量は、給与区が大きい傾向を示した。試験期間中の

疾病発生状況では、対照区に対して給与区では発熱、

下痢、第一胃機能障害、肝機能障害が少なくなった

（表２）。対照区では２頭が脂肪壊死症の臨床症状

（長期食欲不振、下痢、血便等）を示した。と畜時

の検査では、対照区で10頭中９頭（90％）に脂肪壊

死塊が見られたが、給与区では10頭中３頭（30％）

と有意に少なくなった。腹腔
くう

内の壊死塊の大きさは、

給与区が対照区よりも顕著に小さかった（図）。

枝肉形質では、枝肉重量、ロース芯
しん

面積及び脂肪

交雑は給与区が対照区に比べ高い値を示したが、有

意な差ではなかった。

以上のことから、黄土粘土を肥育牛に与えると脂

肪壊死症を予防でき、黄土粘土は枝肉形質に悪影響

を及ぼさないことが分かった。

今後の方針及び普及上の注意事項

脂肪壊死症に対する黄土粘土の予防効果が顕著で

あったことから、今後、治療効果も検討する。さら

に、黄土粘土給与で疾病発生率が激減したことから、

病気に罹
かか

りやすい子牛への給与も検討する。

但馬牛肥育牛に使用する場合は、濃厚飼料中に黄

土粘土を１～２％混合して給与する。また、繁殖牛

への応用も可能性がある。
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腹腔内脂肪壊死塊の大きさ

表１　黄土粘土の成分

表２　試験期間中の疾病発生状況（治療回数）


